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『
総
理
の
独

断
』
で
学
校
現

場
な
ど
が
混
乱

し
た
。
例
年
ど

お
り
の
卒
業
な

ど
を
迎
え
ら
れ

な
く
な
っ
た
子
供
た
ち
へ
『
総
理

の
独
断
』
が
伝
わ
っ
た
の
か
。
ウ

イ
ル
ス
防
止
の
異
例
の
３
月
だ
が
、

陽
気
に
誘
わ
れ
、
開
花
が
待
た
れ

る
季
節
だ
▼
さ
て
、
４
月
か
ら
市

バ
ス
の
一
部
が
民
間
に
移
譲
さ
れ

る
が
、「
路
線
住
民
の
足
」
は
確
保

さ
れ
る
。
以
前
、
鹿
児
島
に
住
み

始
め
た
頃
に
市
電
（
上
町
線
・
伊

敷
線
）
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
当
時
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
で
朝
夕
を
中
心
に

慢
性
的
な
渋
滞
が
起
こ
り
、
利
用

者
も
減
少
し
て
い
た
。
賛
否
両
論

あ
っ
た
が
、
市
は
決
断
し
た
▼
30

数
年
経
っ
た
今
、
公
共
交
通
の
重

要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
環
境

に
優
し
く
、
交
通
弱
者
へ
の
配
慮

な
ど
に
対
し
極
め
て
大
事
な
交
通

手
段
で
あ
る
。
地
方
に
暮
ら
せ
ば

暮
ら
す
ほ
ど
大
切
だ
。「
車
が
あ
る

か
ら
大
丈
夫
」
と
言
う
人
も
い
る

が
、い
ず
れ
免
許
返
納
な
ど
で
運

転
出
来
な
く
な
る
。
日
頃
か
ら
公

共
交
通
を
利
用
す
る
癖
を
つ
け
る

必
要
が
あ
る
▼
だ
が
、「
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
る
人
ほ
ど
車
を
利
用
し
て

い
る
人
が
多
い
と
聞
く
。
恥
ず
か

し
い
も
の
で
私
も
だ
。「
公
共
交
通

を
守
る
」
に
は
、改
め
な
い
と
い
け

な
い
。
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戦
争
の
現
実
を
知
り
、
確
か
め
る
た

め
に
「
ク
チ
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
」
か

ら
戦
争
証
跡
博
物
館
へ
。
全
長
２
０

０
㎞
に
も
及
ぶ
ク
チ
の
地
下
ト
ン
ネ

ル
に
は
、
圧
倒
的
優
位
な
戦
力
を
誇

る
米
軍
攻
撃
に
対
し
て
生
き
抜
く
た

め
の
知
恵
と
工
夫
、
執
念
を
感
じ
ま

し
た
。
戦
争
証
跡
博
物
館
で
は
枯
葉

剤
被
害
の
実
態
を
物
語
る
写
真
を
前

に
言
葉
も
出
な
い
ほ
ど
で
し
た
。「
二

度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
４

日
目
は
日
本
国
総
領
事
館
か
ら
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
終
結
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

る
「
統
一
会
堂
」
を
訪

問
。
在
ホ
ー
チ
ミ
ン

日
本
国
総
領
事
館
で

は
、
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の

経
済
情
勢
（
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
の
人
口
９
０
０

万
人
・
自
動
二
輪
車

台
数
８
５
０
万
台
、
日

本
商
工
会
議
所
の
会

員
数
は
上
海
、
バ
ン
コ

ク
に
次
ぐ
第
３
位
の

１
０
２
９
社
等
に
つ
い
て
報
告
い
た

だ
き
、
意
見
交
換
も
し
な
が
ら
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
統

一
会
堂
（
１
９
７
６
年
に
ベ
ト
ナ
ム

社
会
主
義
共
和
国
が
成
立
し
た
後
に

改
名
、
南
ベ
ト
ナ
ム
大
統
領
府
を
当

時
の
ま
ま
保
存
）
で
は
、
南
ベ
ト
ナ

ム
の
首
都
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
時
に
突
入

し
た
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
戦
車
も
展
示

さ
れ
、
一
つ
の
国
が
消
滅
す
る
場
面

を
想
像
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、

予
定
し
て
い
た
ツ
ー
ズ
ー
病
院
リ
ハ

ビ
リ
施
設
（
平
和
村
）
の
視
察
・
意

見
交
換
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
恐
れ
も
あ
り
、
行
程
か

ら
外
し
ま
し
た
。
今
回
の
視
察
で
、

何
世
代
に
も
お
よ
ぶ
枯
葉
剤
被
害
の

現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
戦
争
の

悲
惨
さ
、
傷
跡
の
大
き
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会

を
築
い
て
い
く
た
め
に
何
が
で
き
る

か
、
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
多
く
の
人

た
ち
（
学
生
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

労
働
者
等
）
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と

も
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
改
め
て
鹿
児
島
県
労
働

者
福
祉
協
議
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
「
連
帯
・
協
同
で
安
心
・
共
生
の

福
祉
社
会
を
つ
く
ろ
う
！
」
活
動
を

継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。
今
回
、
企
画
・
添
乗

し
て
い
た
だ
い
た
南
国
交
通
ト
ラ
ベ

ル
サ
ー
ビ
ス
、
団
員
を
派
遣
し
て
い

た
だ
い
た
関
係
各
団
体
の
皆
さ
ま
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
は

２
月
７
日
（
金
）
か
ら
11
日
（
火
）

に
か
け
て
、
下
町
副
理
事
長
を
団
長

に
総
勢
13
人
で
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ

ミ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
海
外
視
察
は
昨
年
に
引
き

続
き
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
に
大
き
な

影
を
落
と
す
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
傷
跡

や
何
世
代
に
も
お
よ
ぶ
枯
葉
剤
被
害

の
実
態
を
知
る
こ
と
で
戦
争
の
悲
惨

さ
と
平
和
の
尊
さ
を
再
確
認
し
、
戦

争
の
な
い
平
和
な
社
会
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
し
た
。

　

７
日
、
福
岡
か
ら
韓
国
（
仁
川
）

経
由
で
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

へ
（
飛
行
時
間
約
７
時
間
、
時
差
約

２
時
間
）。
翌
日
は
フ
ラ
ン
ス
統
治

時
代
に
建
築
さ
れ
た
サ
イ
ゴ
ン
中
央

郵
便
局
へ
。
そ
こ
に
は
植
民
地
時
代

か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
ま
で
の
間
、
国

を
指
導
し
た
建
国
の
父
と
呼
ば
れ
る

ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
氏
の
肖
像
画
が
飾

ら
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
の
一
端
を

感
じ
ま
し
た
。
３
日
目
は
ベ
ト
ナ
ム

何
世
代
に
も
お
よ
ぶ
枯
葉
剤
被
害
、戦
争
の
悲
惨
さ
を
物
語
る
傷
跡

　
第
25
次
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
視
察

サイゴン大教会前にて

第25次海外視察（ベトナム）視察団
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九
州
ろ
う
き
ん
で
は
、
未
来
を
担

う
こ
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
取
り
組

み
と
し
て
２
０
１
９
月
４
月
よ
り
社

会
貢
献
預
金
『
こ
ど
も
未
来
応
援
定

期
』の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
商
品
は
、
店
頭
表
示
金
利
よ

り
金
庫
所
定
の
金
利
（
原
則
０
・

１
％
。
た
だ
し
、
店
頭
表
示
金
利
が

０
・
１
％
に
満
た
な
い
場
合
は
店
頭

表
示
金
利
）
を
引
き
下
げ
た
金
利
を

適
用
金
利
と
し
、
金
利
引
き
下
げ
幅

分
の
利
息
相
当
額
と
当
金
庫
拠
出

金
を
合
わ
せ
、
九
州
７
県
の
「
こ
ど

も
た
ち
を
支
援
す
る
団
体
」
に
寄

付
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。 

　

こ
の
取
り
組
み
の
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
２
０
１
９
年
４
月

１
日
か
ら
12
月
末
ま
で
取
り
組
ん
だ

結
果
、
九
州
全
体
で
総
額
５
億
７
７

７
０
万
３
４
２
７
円
、
そ
の
う
ち
鹿

児
島
県
で
は
６
２
９
９
万
５
７
８
１

円
の
預
金
を
結
集
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆田中会長（右）への目録贈呈

【社会貢献預金“こども未来応援定期”の九州各県の寄付先】 ～
２
０
１
９
年
度

　
九
州
ろ
う
き
ん
社
会
貢
献
活
動
報
告
～

　
　「
鹿
児
島
県
児
童
養
護
協
議
会
」
へ

寄
付
を
行
い
ま
し
た
�

特別金利キャンペーン実施中！！ ～教育ローン＆カーライフローン～
2020年４月30日まで

「教育ローン」で、大切なお子さまの教育費をろうきんが応援します！

「カーライフローン」は、自動車に関する様々な費用にご利用いただけます！

お借入予定資金に他金融機関等のローンの借換資金を含む方などは、

特別金利からさらに最大0.2％金利引き下げとなり、おトクにお借入れができます！

パソコンやスマホから簡単に仮申込が可能です！

詳しくは、〈ろうきん〉ホームページまたは最寄りの各支店窓口までお問い合わせ下さい。

寄付先
福　岡 福岡県児童養護施設協議会
佐　賀 佐賀県児童養護施設協議会
長　崎 長崎県児童養護施設協議会
熊　本 熊本県養護協議会
大　分 大分県児童養護施設協議会
宮　崎 宮崎県児童養護施設協議会
鹿児島 鹿児島県児童養護協議会

さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

寄
付
金
額
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
九
州
全
体

で
総
額
２
１
２
万
６

４
８
６
円
、
そ
の
う
ち

鹿
児
島
県
で
は
30
万
１

７
１
７
円
と
な
り
、
昨

年
度
ま
で
行
っ
て
き
た

「
こ
ど
も
み
ら
い
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
寄

付
先
を
踏
襲
し
、『
鹿

児
島
県
児
童
養
護
協
議

会
』
へ
寄
付
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
２
月

18
日
（
火
）、
九
州
ろ

う
き
ん
鹿
児
島
県
本

部
の
斉
之
平
和
伸
副

本
部
長
が
鹿
児
島
県

児
童
養
護
協
議
会
の

田
中
博
文
会
長
に
目

録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

　

こ
れ
か
ら
も
九
州
ろ

う
き
ん
は
、
社
会
貢
献

活
動
の
取
り
組
み
と

し
て
「
こ
ど
も
た
ち
を

支
援
す
る
団
体
」
へ
の

寄
付
活
動
を
継
続
し
て

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
か
ら
の
温

か
い
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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鹿
児
島
県
庁
支
店
推
進
委
員
会
と

青
年
・
女
性
推
進
委
員
会
は
１
月
17

日
（
金
）、
マ
リ
ン
パ
レ
ス
鹿
児
島

で
推
進
活
動
強
化
イ
ベ
ン
ト
「
鹿
児

島
中
央
警
察
署
『
天
ち
ゃ
ん
劇
団
』

マ
ス
コ
ッ
ト
に
よ
る
防
犯
劇
＆
防
犯

講
話
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
宮
園
幸
男
推
進
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
後
、「
天
ち
ゃ
ん
劇

団
」
マ
ス
コ
ッ
ト
に
よ
る
防
犯
劇
＆

防
犯
講
話
が
行
わ
れ
、
間
接
構
成
員

と
そ
の
家
族
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
90
人
が
楽
し
く
防
犯
対
策
の
基

本
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

「
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
」
シ
ー
ト
に
よ
る

自
己
診
断
を
行
い
、
参
加
者
各
自
の

防
犯
力
を
再
認
識
で
き
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

講
話
後
は
、
参
加
者
か
ら
実
体
験

に
基
づ
い
た
詐
欺
に
関
す
る
質
問
も

上
が
る
な
ど
、
防
犯
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
警
察

署
の
方
か
ら
も
「
日
ご
ろ
か
ら
家
族

の
絆
を
大
事
に
し
て
、
大
切
な
家
族

を
犯
罪
被
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
」

と
教
訓
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「天ちゃん劇団」による防犯劇＆講話

抽選会でも楽しく進行♪

「
鹿
児
島
中
央
警
察
署
に
よ
る
防
犯
劇
＆

防
犯
講
話
」
を
開
催
�

鹿
児
島
県
庁
支
店
推
進
委
員
会
　
　
青
年
・
女
性
推
進
委
員
会

九州労働金庫鹿児島県庁支店
窓口営業時間変更のお知らせ

　2020年４月１日（水）より、窓口営業を一時休業させてい
ただくことになりました。
　誠に恐れ入りますが、下記営業時間をご確認のうえ、ご来
店くださいますようお願いいたします。

◆休業時間帯：平日11時～12時まで◆
※平日９時～11時、12時～15時は
　　　　　　　　　　通常通り営業しております。
◎休業時間帯は電話による対応も休止させていただきます。
◎�ろうきんダイレクト（インターネットバンキング）でも各
種お手続きをご利用いただけます。
　今後とも、引き続きご愛顧賜りますよう、

　　　　　　　　　　重ねてお願い申し上げます。

九州ろうきん

　

そ
の
後
、
ろ
う
き
ん
の
成
り
立
ち

や
商
品
説
明
を
含
む
学
習
会
を
開
催

し
、参
加
者
か
ら
「
も
っ
と
、ろ
う
き

ん
を
利
用
し
て
い
き
た
い
」、「
知
人
に

も
広
め
た
い
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ

き
〝
身
近
な
ろ
う
き
ん
〟
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
青
年
・
女
性
推
進
役
員
の
愉
快

な
司
会
進
行
と
多
彩
な
景
品
で
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
笹
寿
司
と
子
ど
も
向
け
に
お
菓

子
の
お
土
産
も
あ
り
、
大
人
も
子
ど

も
も
大
満
足
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。
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２
０
２
０
年
3
月
1
日
（
日
）
～ 

3
月
31
日
（
火
）

『
あ
ん
し
ん
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
実
施
中
！

２
０
２
０
年
４
月　

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　

こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
で
は
、3
月
1
日
（
日
）
～
3
月
31
日
（
火
）
ま
で
「
あ
ん
し

ん
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
生
活
が
始
ま
る
方
も
多
い
春
。
新
生
活
を
む
か
え
る
前
に
ム
リ
・
ム
ダ
が
な
い
か
、こ
の
機
会

に
保
障
の
点
検
・
見
直
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、共
済
シ
ョ
ッ
プ
窓
口
に
ご
来
店
・
ご
加
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
も
れ
な
く

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

  

「
気
軽
に
・
何
で
も
・
何
度
で
も
相
談

で
き
る
『
親
切
で
頼
れ
る
店
舗
』」
を
合

言
葉
に
、ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島
店
・
鹿
屋

店
・
奄
美
店
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
皆
さ
ま

の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

転出①九州統括本部へ異動
　中村　慎也
　�（事業推進部
 　事業推進課長）

②全労済協会へ異動
　田窪　　純
　�（ぐりんぼう鹿児島
　団体推進２係長）

③ 宮崎推進本部へ異動
　貴島　愛香
　�（ぐりんぼう鹿児島　団体推進２係）

【１つでも該当する場合は、
ぐりんぼう各店舗へご来店・ご相談ください】

□保障内容がわからない
□さまざまな病気のリスクに備えたい
□くるまの乗り換えを考えている
□自動車補償の更新が近づいている
□住宅の保障を充実させたい

＼ぐりんぼう店舗へご来店・
ご加入いただいた方へ粗品をご用意しています！／

＜注意事項＞■訪問相談は一部訪問できないエリアがあります。■プレゼントは、１世帯につきいずれか
１つになります。また、ご希望の商品をお渡しできない場合があります。■自賠責共済の加入は除きます。

　2016年４月より鹿児島に赴任し、協力
団体、組合員、代理店など多くの皆さま方
に大変お世話になりました。
　故郷での初勤務は、鹿児島の皆さまの懐
の深さと温かさに触れ、幸せな４年間を過
ごさせていただきました。
　この思いを胸に刻み、新しい土地でも組
合員の皆さまのお役に立てるよう努めてま
いります。また、いつの日か皆さまにお会
いできることを楽しみにしております。あ
りがとうございました。

　日頃よりこくみん共済 coop〈全労済〉をご利用い
ただき、ありがとうございます。
　我が人生初となった鹿児島での時間は、思いがけず
短いものでした。しかしながら、ここでの時間はとて
も貴重で、また得難い知見に触れることができたと感
じております。場所は変わっても我々が展開する労働
者福祉運動は変わるものではないため、次なる場所で
また励みたいと思います。
　最後に、皆さまのご健勝とご多幸を祈念申し上げて、
お礼の言葉とさせていただきます。ありがとうござい
ました。

　2017年４月に新入職員として鹿児島に赴任してから
今日までの３年間は、協力団体や組合員、職場など関わった全ての皆さま
のおかげで大きく成長できた、とても素敵な３年間でした。
　４月からは宮崎の地に転勤になりますが、これからも変わらず多くの皆
さまのお役に立てるよう頑張ります！
　今までお世話になった鹿児島の皆さまの笑顔と、健康と平和を心から
祈っています。今までありがとうございました。
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3地区合同地区会議の様子

【開催日程】

奄美地区会議の様子

マ
イ
カ
ー
共
済 
２
０
２
０
年
４
月
制
度
改
定
の
ご
案
内

こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
指
定
整
備
工
場

「
地
区
会
議
・
フ
ロ
ン
ト
研
修
会
」
を
開
催

　

こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
の
マ
イ
カ
ー
共
済
は
、２
０
２

０
年
４
月
１
日
以
降
を
共
済
期
間
の
開
始
日
と
す
る
ご
契
約
よ
り
制

度
改
定
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
改
定
で
は
、法
定
利
率
の
変
更
に
伴
う
共
済
金
増
加
に
よ
る
影
響

お
よ
び
こ
れ
ま
で
の
共
済
金
の
支
払
状
況
を
踏
ま
え
、共
済
掛
金
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、個
々
の
契
約
条
件
に
よ
っ
て
掛
金

が
引
き
下
げ
ま
た
は
引
き
上
げ
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ご

了
承
い
た
だ
く
と
と
も
に
、よ
り
一
層
の
安
全
運
転
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
17
日
（
金
）
～
２
月
19
日
（
水
）
に
か
け
て
、こ
く
み

ん
共
済 coop 

指
定
整
備
工
場
鹿
児
島
県
協
議
会
「
地
区
会

議
・
フ
ロ
ン
ト
研
修
会
」を
鹿
児
島
県
内
７
つ
の
地
区（
北
薩
・

出
水
地
区
、南
薩
・
指
宿
地
区
は
鹿
児
島
地
区
と
合
同
）
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

地
区
会
議
で
は
、入
庫
・
自
賠
責
共
済
取
次
実
績
報
告
や
、

入
庫
拡
大
に
む
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
な
ど
、情
報

の
共
有
化
と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ロ
ン
ト
研
修
会
で
は
、自
賠
責
共
済
の
取
次
ぎ
業
務
の
再

確
認
・
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
く
み
ん
共
済 coop

〈
全
労
済
〉
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
は
、

お
車
の
車
検
・
修
理
・
点
検
の
際
は
、ぜ
ひ
最
寄
り
の
指
定
整

備
工
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地区名 日程 時間 会議会場

熊毛地区 1月17日（金）
15：00～
17：00

屋久島町商工会
宮之浦本所

姶良・大口地区 1月27日（月）
16：00～
17：30

九州労働金庫
霧島支店

鹿児島地区

1月28日（火）
15：00～
17：30

こくみん共済 coop 
鹿児島推進本部

北薩・出水地区

南薩・指宿地区

奄美（周辺離島）地区 2月13日（木）
15：00～
17：30

九州労働金庫
大島支店

肝属・曽於地区 2月19日（水）
16：00～
17：30

九州労働金庫
鹿屋支店

１．共済掛金の改定
　法定利率の変更に伴う共済金増加による影響およびこれまでの
共済金の支払状況を踏まえ、共済掛金の見直しを行います。

２．主たる被共済者年齢区分の新設・見直し
　契約者間の共済掛金負担の公平性を確保するため、リスク実態を
反映した掛金率の見直しを行います。実績（リスク）格差が大き
い「70歳以上」について、「70歳以上75歳未満」と「75歳以上」に
細分化します。

３．型式別掛金クラスの導入・細分化
　型式ごとの事故発生状況をより適切かつ公平に掛金に反映させ
るため、普通・小型乗用車の型式別掛金クラス数を９クラスから１７
クラスに細分化します。また、軽四輪乗用車に型式別掛金クラス�
（３クラス）を導入します。

４．配偶者の範囲拡大
　組合員の多様な個性や家族形態を尊重し、事実上婚姻関係と同様
の事情にある同性パートナーを当会で定める配偶者の定義に含め
ます。

５．その他の改定
　契約者の利便性を図るため、各種規定の見直しを行います。

※�ここに記載している内容は制度改定内容の一部です。詳しくはこくみん共
済 coop にお問い合わせください。

主な改定内容
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ま
ず
は
、

事
故
な
く
、

参
加
者
全

員
が
無
事

帰
着
で
き

た
こ
と
が

何
よ
り
で
す
。
ご
支
援
い
た
だ
い
た

各
関
係
の
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ

「
ベ
ト
ナ
ム
の
今
と

歴
史
の
一
コ
マ
を
体
感
」

（
一
社
）
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

副
理
事
長
（
団
長
）　 

下
町
　
和
三

ベ
ト
ナ
ム
レ
ポ
ー
ト
VOL.1

ま
す
。

　

今
回
の
視
察
は
、
日
韓
関
係
の
悪

化
で
鹿
児
島
・
韓
国
間
の
航
空
便

が
休
止
し
た
た
め
、
福
岡
空
港
発
着

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
12
月
末

の
中
国
湖
北
省
武
漢
市
に
端
を
発
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

あ
り
ま
し
た
。
労
福
協
で
は
、
外
務

省
か
ら
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
渡
航

に
関
し
て
、
感
染
症
危
険
情
報
は
出

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
視
察
を
予
定
通
り
行
う
こ
と
と

し
、
参
加
者
へ
は
防
疫
策
へ
の
注
意

を
喚
起
し
ま
し
た
。

　

　

ベ
ト
ナ
ム
で

は
、
１
月
の
終

わ
り
こ
ろ
は
旧

正
月
の
休
暇

期
間
が
あ
り
ま

す
が
、
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
対

策
で
学
校
は
旧

正
月
か
ら
引
き

続
き
休
み
に

な
っ
て
い
ま

し
た
。
観
光
施

設
や
ホ
テ
ル
の

従
業
員
、
街
行

く
人
々
も
マ
ス

ク
着
用
で
防
疫

に
か
な
り
気
を

使
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え

ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
私
た
ち
も
マ
ス
ク
着
用
で
し

た
。
帰
着
し
た
２
月
11
日
の
鹿
児
島

中
央
駅
の
方
が
マ
ス
ク
着
用
は
少
な

い
と
感
じ
た
ほ
ど
で
す
。

　　

そ
ん
な
中
で
の
訪
越
と
な
り
ま
し

た
が
、
経
済
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る

ホ
ー
チ
ミ
ン
の
勢
い
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
道
路
は
、
車

１
台
に
対
し
て
20
台
は
い
る
か
と
い

う
く
ら
い
バ
イ
ク
の
群
れ
が
轟
々
と

流
れ
て
い
き
ま
す
。
鹿
児
島
の
街
の

な
ん
と
静
か
な
こ
と
か
。
街
は
、
屋

台
や
様
々
な
商
店
が
軒
を
並
べ
雑
然

と
し
て
い
る
通
り
が
あ
る
一
方
で
、

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
や
大
手
自
動
車
会

社
の
販
売
店
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
通
り

も
あ
り
ま
す
。

　　

在
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
国
総
領
事
館

の
資
料
で
は
、
２
０
１
８
年
の
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
は
、
Ｇ
Ｒ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が

８
・
３
％
（
全
国
７
・
08
％
）、
額

で
約
５
７
０
億
ド
ル
と
全
国
の
24
％

を
占
め
、
一
人
当
た
り
で
６
０
０
０

ド
ル
（
全
国
２
３
８
７
ド
ル
）
と
あ

り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
の
中
心
地
と

し
て
高
い
成
長
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
格
差

も
内
包
し
て

い
る
と
感
じ

た
と
こ
ろ
で

す
。

　　

ツ
ー
ズ
ー

病
院
視
察
は

叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、

ク
チ
の
地
下

ト
ン
ネ
ル
や

戦
争
証
跡
博

物
館
で
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
の
実
相
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
米
軍
の
枯
葉
剤
使
用

（
特
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
）
に

よ
る
環
境
被
害
、
世
代
間
を

貫
く
後
遺
障
害
被
害
は
残

酷
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

（
１
９
６
０
年
～
１
９
７
５

年
）
で
は
、
当
時
米
国
統
治

下
で
祖
国
復
帰
闘
争
（
１

９
７
２
年
日
本
復
帰
）
の

只
中
だ
っ
た
沖
縄
の
基
地

が
補
給
・
出
撃
基
地
と
し

て
使
わ
れ
ま
し
た
。

　　

訪
問
団
員
は
、
20
代
か
ら

60
代
ま
で
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
視
線
で
今
の
ベ
ト
ナ

ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
感
じ
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
学
ん
だ
こ
と
で

し
ょ
う
。
鹿
児
島
へ
は
、
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
留
学
や
働
き

に
来
て
い
ま
す
。
共
に
暮
ら
し
働
く

者
と
し
て
連
帯
し
て
い
け
れ
ば
い
い

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

鹿児島中央駅新幹線ホームで。出発です

在ホーチミン日本国総領事館前の交差点で

メコン川沿いはマンションなどの開発が進む

ツーズー病院前庭、新型コロナウイルスの
影響でお話聞けず、残念
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ち
た
街
で
し
た
。

　

現
地
ガ
イ
ド
の
ユ
ン
さ
ん
に
よ

る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
南
部
に
位
置
す
る

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
は
人
口
約
１
千
万

人
。
貧
富
の
差
が
大
き
く
、
一
般
市

民
の
平
均
月
収
は
約
４
万
円
で
、
物

価
は
安
い
半
面
、
地
価
は
高
く
（
１

坪
１
０
０
万
円
！
）、
自
動
車
も
特

別
消
費
税
、
関
税
等
で
高
額
（
ト
ヨ

タ
カ
ム
リ
が
７
０
０
万
円
）
に
な
る

た
め
、
交
通
手
段
は
バ
イ
ク
が
多
い

と
の
こ
と
で
し
た
。　

　

実
際
に
昼
夜
問
わ
ず
、
と
に
か
く

バ
イ
ク
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
し
か
も
２
人
乗
り
か
ら
４
人
乗

り
ま
で
（
交
通
違
反
で
は
な
い
そ
う

で
す
）。
信
号
の
な
い
交
差
点
も
多

く
、
人
や
バ
イ
ク
が
互
い
に
接
触
す

る
こ
と
な
く
行
き
交
う
の
で
す
が
、

滞
在
中
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
っ
ぱ
な
し
で

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
を
遂
げ
つ

つ
あ
り
活
気
に

満
ち
た
ベ
ト
ナ

ム
の
風
景
は
、

高
度
成
長
期
に

お
け
る
日
本
や

中
国
の
状
況
と

重
な
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　【
ク
チ
ト
ン
ネ

ル
】

　

２
日
目
は

ホ
ー
チ
ミ
ン
北

西
部
の
ク
チ
ト

ン
ネ
ル
を
視
察

ぶつかりそうでぶつからないバイクにヒヤヒヤ

【
ホ
ー
チ
ミ

ン
の
風
景
】

　

鹿
児
島

県
労
福
協

第
25
次
海

外
視
察
団

13
人
は
２
月
７
日
（
金
）、
鹿
児
島

中
央
駅
に
集
合
し
、
福
岡
、
仁
川
を

経
由
し
た
後
、
約
15
時
間
か
け
て
ベ

ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
到
着
し

ま
し
た
。

　

空
港
か
ら
ホ
テ
ル
へ
向
か
う
途

中
、
バ
ス
の
車
窓
か
ら
望
む
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
内
は
近
代
的
な
企
業
の
ビ
ル

が
建
ち
並
び
、
通
り
は
飲
食
店
や
小

売
店
が
軒
を
連
ね
無
数
の
バ
イ
ク
や

人
が
行
き
交
う
、
と
て
も
活
気
に
満

ベ
ト
ナ
ム
で
見
た
光
と

戦
争
が
も
た
ら
し
た
影

自
治
労
鹿
児
島
県
本
部
（
霧
島
市
職
労
）

　
　
　

副
団
長
　
　
荒
木
　
　
誠

し
ま
し
た
。

　

ク
チ
ト
ン
ネ
ル
は
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
時
、
南
ベ
ト

ナ
ム
解
放
戦
線
が
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
地
下
２
０
０

㎞
に
張
り
巡
ら
せ
た
軍

事
拠
点
で
、
上
空
か
ら
は

一
切
見
え
な
い
構
造
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
経

済
力
や
軍
事
力
で
勝
る

米
軍
に
対
し
、
解
放
戦
線

は
ゲ
リ
ラ
戦
で
優
位
に

立
ち
ま
し
た
が
、
疲
弊
し

た
米
軍
は
ジ
ャ
ン
グ
ル

を
砂
漠
化
し
、
南
ベ
ト
ナ

ム
解
放
戦
線
を
炙
り
出

す
た
め
に
大
量
の
枯
葉

剤
を
散
布
し
た
そ
う
で
す
。

　

な
お
、
地
下
ト
ン
ネ
ル
内
の
一
部

に
は
入
る
こ
と
が
で
き
、
50
ｍ
程
移

動
し
て
み
ま
し
た
が
、
中
は
暗
く
、

常
に
腰
を
か
が
め
て
移
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
狭
い
た
め
、
早
く

地
上
に
出
た
く
な
る
よ
う
な
不
安
感

を
覚
え
ま
し
た
。
大
柄
な
米
兵
に

と
っ
て
狭
い
通
路
は
、
地
下
ト
ン
ネ

ル
施
設
内
に
侵
入
す
る
の
に
相
当
不

利
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
周
辺
は
地
盤
も
固
く
、

２
０
０
㎞
も
手
で
掘
り
、
内
部
に
会

議
室
や
食
堂
、
病
院
等
ま
で
作
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
発
想
と
建

設
ま
で
に
至
っ
た
労
力
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
戦
争
証
跡
博
物
館
】

　

３
日
目
は
戦
争
証
跡
博
物
館
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

博
物
館
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時

の
写
真
が
多
数
掲
示
さ
れ
て
お
り
、

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
枯
葉
剤

が
撒
か
れ
た
死
の
森
に
裸
で
立
つ
少

年
フ
ン
君
の
写
真
で
し
た
。
す
ぐ
隣

に
フ
ン
君
の
37
歳
時
の
写
真
も
掲
示

し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
解
説
に
よ
る

と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
患
い
、
そ
の

後
他
界
し
た
そ
う
で
す
。
他
に
も
、

枯
葉
剤
の
影
響
を
受
け
た
人
の
生
々

し
い
写
真
が
解
説
と
と
も
に
多
数
展

示
し
て
あ
り
ま
し
た
。
米
軍
は
枯
葉

剤
を
国
土
の
約
25
％
、
約
２
万
６
千

箇
所
に
散
布
し
、
３
０
０
万
人
以
上

が
被
害
者
と
な
り
、
現
在
も
ひ
孫
の

世
代
ま
で
含
め
数
十
万
人
が
影
響
を

受
け
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
博
物
館
内
で
は
英
語
、
韓

国
語
、
ロ
シ
ア
語
等
が
飛
び
交
い
、

多
く
の
外
国
人
が
来
訪
し
て
い
る

こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
約
45

年
前
に
ベ
ト
ナ
ム
で
実
際
に
起

こ
っ
た
悲
惨
な
現
実
を
、
世
界
中

の
人
々
が
認
識
し
語
り
継
い
で

い
く
こ
と
で
、
不
戦
の
輪
を
広

げ
、
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

【
海
外
視
察
を
振
り
返
っ
て
】

　

４
日
間
の
ベ
ト
ナ
ム
視
察
を

通
じ
て
、
温
暖
な
気
候
と
明
る
く

朗
ら
か
な
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い

を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
方
で
、
戦
争
に
よ
る
痕
跡

が
市
内
随
所
に
見
ら
れ
、
今
も
な

お
、
枯
葉
剤
や
地
雷
等
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
現
実
も
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。

　

世
界
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本

政
府
は
こ
れ
ま
で
、
特
定
秘
密
保
護

法
や
安
保
法
、
共
謀
罪
の
強
行
採
決

を
行
い
、
平
和
憲
法
ま
で
変
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
、
こ
れ
か
ら
も
ベ
ト
ナ

ム
で
見
聞
き
し
た
戦
争
の
現
実
に
向

き
合
い
、
平
和
な
社
会
を
守
り
、
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ

う
、
今
後
の
運
動
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
下
町
団
長
以
下
視
察
団

の
皆
さ
ん
と
、
海
外
視
察
に
参
加
す

る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係

各
位
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

銃を構える少女
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睡眠で悩む人が2割以上
という現代。「睡眠外来」
カウンセラーでもある著
者が眠りをめぐる悩みに
アドバイスします。

よい睡眠で
ハッピーライフ!

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子

他
者
の
評
価
を
気
に
し
て
失
敗

し
な
い
か
と
不
安
に
な
る
と
、

人
は
自
動
的
に
こ
の
モ
ー
ド
に

入
り
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
が
近
く

に
い
る
時
の
シ
マ
ウ
マ
の
よ
う

な
状
態
で
す
。
夜
に
な
っ
て
も

こ
の
モ
ー
ド
か
ら
抜
け
出
せ
な

い
と
、
眠
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

安
心
・
安
全
の
モ
ー
ド
で
は

副
交
感
神
経
が
優
位
に
な
り
、

体
の
力
が
抜
け
て
心
が
ゆ
っ
た

り
し
ま
す
。
訓
練
す
れ
ば
意
図

的
に
こ
の
モ
ー
ド
に
戻
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
の
訓

練
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
セ

ル
フ
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
ま

ず
深
呼
吸
で
心
身
の
緊
張
を
ほ

ぐ
し
、
大
好
き
な
人
を
迎
え
る

よ
う
な
笑
み
を
作
り
な
が
ら
、

地
球
上
の
す
べ
て
の
生
き
物
に

思
い
を
は
せ
ま
す
。
そ
し
て
他

に
害
を
な
す
存
在
で
は
な
く
、

善
を
な
す
存
在
で
あ
り
た
い
と

い
う
心
が
、
自
分
の
中
に
あ
る

こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
優
し
い

心
を
自
分
に
向
け
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

一
連
の
心
の
動
き
に
よ
っ
て

自
己
批
判
の
苦
し
み
か
ら
抜
け

出
す
こ
と
が
で
き
、
心
地
よ
い

眠
り
が
訪
れ
る
の
で
す
。

い
保
育
園
な
ど
は
受
け
入
れ
て
も

ら
え
ず
、新
生
児
医
療
救
命
室（
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
を
退
院
後
は
家
族
が
付

き
き
り
で
ケ
ア
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
現
状
が
あ
り
、
改
善
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
暖
か
い
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
森
林
火
災
等
地
球
温
暖
化

が
進
ん
で
い
る
の
か
、
レ
ジ
袋
の
削

減
等
身
近
な
環
境
保
全
へ
の
協
力
が

必
要
だ
と
思
う
。

 （
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　

働
き
方
改
革
が
提
唱
さ
れ
て
か

ら
、
少
し
ず
つ
業
務
も
ス
リ
ム
化
さ

れ
定
刻
に
退
庁
で
き
る
日
も
増
え
つ

祉
だ
よ
り
」
で
参
考
に
な
る
記
事

や
噴
火
口
の
随
筆
な
ど
大
変
興
味

深
い
内
容
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
1

月
い
っ
ぱ
い
で
残
務
整
理
な
ど
も

終
え
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で

1
月
号
か
ら
の
送
付
は
ご
無
用
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
長
い
間

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

（
男
性
）

　

子
ど
も
が
高
校
受
験
を
控
え
、

ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
ま
す
が
、
合
格

す
れ
ば
入
寮
の
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
ち
ら
も
学
費
の
心
配
が

あ
り
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
い
ま
す
。

ろ
う
き
ん
さ
ん
に
お
世
話
に
な
ろ

う
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 （
大
崎
町
・
男
性
）

　

今
、セ
ル
フ
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ

ン
（
自
分
へ
の
思
い
や
り
）

が
広
く
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

仏
教
で
の
「
慈
悲
の
瞑
想
」

を
も
と
に
し
て
お
り
、
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
と
も
に
多

く
の
研
究
か
ら
そ
の
効
果
が

実
証
さ
れ
、
広
く
世
界
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
の
脳
に
は
、
戦
い
や
逃

げ
る
た
め
の
「
脅
威
の
モ
ー

ド
」
と
、
く
つ
ろ
ぐ
た
め
の

「
安
心
・
安
全
の
モ
ー
ド
」
が

あ
り
ま
す
。
脅
威
の
モ
ー
ド

で
は
、
交
感
神
経
が
優
位
に

な
り
、呼
吸
は
浅
く
、全
身
の

筋
肉
に
力
が
入
り
ま
す
。
眠

り
も
浅
く
胃
腸
の
働
き
が
抑

制
さ
れ
ま
す
。
仕
事
中
な
ど
、

⑫セルフコンパッションを試してみよう

医療的ケア児
　

医
療
機
器
を
利
用
し
た
ケ
ア
が
必

要
な
児
童
の
こ
と
。
か
つ
て
は
、
呼

吸
循
環
系
の
異
常
な
ど
に
よ
り
自
発

呼
吸
が
で
き
ず
命
を
落
と
し
て
い
た

新
生
児
が
、医
療
が
進
歩
し
た
た
め
、

救
命
で
き
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

１
９
５
０
年
代
に
は
千
人
当
た
り

20
人
程
度
い
た
新
生
児
の
死
亡
数
が

２
０
１
７
年
時
点
で
は
、
１
人
未
満

に
ま
で
減
少
。
酸
素
吸
入
、
た
ん
吸

引
、
経
管
栄
養
な
ど
の
「
医
療
的
ケ

ア
」
で
命
を
つ
な
ぐ
新
生
児
が
、
現

在
で
は
年
間
１
・
７
万
人
い
ま
す
。

　

一
方
で
看
護
師
が
常
駐
し
て
い
な

読
　
者

か
ら
の

声

248

つ
あ
り
ま
す
。
今
後
も
「
働
き
や
す

い
職
場
作
り
」
を
目
指
し
て
仲
間
と

連
帯
し
て
取
り
組
み
た
い
も
の
で

す
。  



（
鹿
屋
市
・
女
性
）

　

新
し
く「
こ
く
み
ん
共
済 coop

」に
。

分
か
り
や
す
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
賛
同

し
て
い
ま
す
。 （
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　
「
ろ
う
き
ん
ア
プ
リ
」。
ま
す
ま
す

便
利
に
な
り
あ
り
が
た
い
で
す
。

 

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

い
つ
も
「
福
祉
だ
よ
り
」
を
頂
戴

し
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。さ
て
、

大
正
9
年
に
祖
父
が
始
め
た
弊
社

は
、
昨
年
12
月
末
日
に
99
年
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
ま
で
「
福
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や
身
の
回
り
の
人
に
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
ど
う
す
る
べ
き
か
を
考

え
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
昨
今
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
介
護
に
よ
る
共
倒
れ
を
防
ぐ

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を

活
用
し
来
た
る
と
き
に
備
え
る
よ
う

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

介
護
用
品
も
進
化
し
て
お
り
、
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
予
防

の
観
点
か
ら
使
用
す
る
機
器
や
、
実

際
に
介
護
状
態
と
な
っ
た
と
き
に
介

助
の
手
助
け
と
な
る
よ
う
な
機
器
の

紹
介
も
受
け
、
参
加
者
は
健
康
維
持

や
介
護
の
重
要
さ
を
再
認
識
し
て
い

ま
し
た
。

介護用具使用体験

手際がいいね！

高いところから失礼します！

スクワット、無理しないでやってください

　

奄
美
地
域
労
福
協
は
2
月
2
日

（
日
）、喜
界
島
で
歴
史
探
訪
講
座（
バ

ス
ツ
ア
ー
）
を
開
催
し
、
子
ど
も
連

れ
な
ど
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
奄
美
群
島
認
定
・
喜
界

島
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
外
内
淳
さ

ん
と
武
田
秀
伸
さ
ん
に
お
願
い
し
、

は
じ
め
に
訪
れ
た
滝
川
の
埋
蔵
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、
古
代
か
ら
中
世
の
日

本
と
琉
球
列
島
と
の
関
わ
り
の
中

で
、
喜
界
島
が
大
陸
や
本
土
と
の
交

易
の
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

そ
れ
を
立
証
す
る
数
々
の
貴
重
な
埋

蔵
品
が
島
の
各
地
で
見
つ
か
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

一
行
は
そ
の
後
、
城
久
の
国
指
定

史
跡
で
あ
る
城
久
遺
跡
群
、
小
野
津

の
雁
股
の
泉
と
八
幡
神
社
、
志
戸
桶

の
天
神
と
七
城
跡
、
阿
伝
の
末
吉
神

社
等
を
バ
ス
で
訪
れ
、
講
師
の
丁
寧

な
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

　

熊
毛
地
域
労
福
協
は
２
月
８
日

（
土
）、
屋
久
島
町
の
宮
之
浦
体
育
館

で
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ン
グ

屋
久
島
オ
フ
ィ
ス
の
真
邉
続
さ
ん
が

超
高
齢
化
社
会
へ
の
備
え
と
し
て
参

加
し
た
38
人
に
最
新
の
介
護
用
品
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
は
へ
き

地
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
強
く
、
熊
毛
地

域
で
も
確
実
に
介
護
を
必
要
と
す

る
人
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
は
参
加
者
に
と
っ
て
親
族

し
た
。

　

な
お
、
奄
美
地
域
労
福
協
は
各
島

持
ち
回
り
で
歴
史
探
訪
講
座
を
開
催

し
て
お
り
、
そ
の
都
度
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協
は
２
月
13

日
（
木
）、
隼
人
教
育
会
館
で
介
護

教
室
を
開
催
し
、
30
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
霧
島
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
を
講
師
に
招
き
、
参

加
者
は
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」の
予
防
法
を
学
び
ま
し
た
。

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運

動
器
症
候
群
）
は
、
運
動
器
の
障
害

に
よ
り
移
動
機
能
が
低
下
し
た
状
態

を
い
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
予
防
法
に
つ
い
て
の
講

話
を
聴
い
た
後
、
簡
単
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
実
践
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
あ

い
た
た
た
！
」と
い
う
声
が
上
が
り
、

講
座
を
生
か
し
て
健
康
で
長
生
き
し

よ
う
と
互
い
に
確
認
し
合
っ
て
い
ま

し
た
。

「
介
護
教
室
」
開
催

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協

油
ゾ
ー
メ
ン
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

奄
美
地
域
労
福
協

　

奄
美
地
域
労
福
協
は
1
月
25
日

（
土
）、
名
瀬
公
民
館
金
久
分
館
で
奄

美
の
郷
土
料
理
教
室
を
開
催
し
、
家

族
連
れ
な
ど
20
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
に
は
、
奄
美
市
食
生
活
改
善

推
進
委
員
の
東
郷
は
る
み
さ
ん
と
松

下
京
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
鶏
飯

に
次
い
で
人
気
の
あ
る
油
ゾ
ー
メ
ン

と
ふ
く
れ
菓
子
、
舟
焼
き
、
は
っ
た

い
粉
餅
な
ど
菓
子
類
の
作
り
方
を
学

び
ま
し
た
。

　

菓
子
作
り
で
参
加
者
は
、
黒
糖
粉

や
餅
粉
、
は
っ
た
い
粉
（
オ
オ
ム
ギ

や
ハ
ダ
カ
ム
ギ
を
炒
っ
て
挽
い
た

粉
）
な
ど
を
ふ
る
う
、
卵
を
泡
立
て

超
高
齢
化
社
会
に
備
え
て
！

熊
毛
地
域
労
福
協

喜
界
島
の
歴
史
を
堪
能
！

奄
美
地
域
労
福
協

て
混
ぜ
る
、
蒸
す
、
焼
く
、
形
を
整

え
る
な
ど
工
程
を
分
担
し
て
手
際
よ

く
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
庭
の
味
が
出
る
と
い
わ

れ
る
油
ゾ
ー
メ
ン
は
、
イ
リ
コ
と
フ

ル
（
葉
に
ん
に
く
）
を
使
用
し
た
定

番
の
味
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
料
理
も
わ
ず
か
な
時
間

で
出
来
上
が
り
、
特
に
油
ゾ
ー
メ
ン

は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
レ
ン
ジ
も
楽
し
め

る
こ
と
か
ら
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
が

家
庭
で
腕
を
振
る
う
姿
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
７
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
と
っ
て
も
危
険
。
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
は
要
注
意
で
す

５
　
…
…
の
横
好
き

７
　
揺
り
返
し
と
も
言
い
ま
す

８
　
蝋
燭
っ
て
読
め
ま
す
か
？

10
　
熊
本
名
物
。
か
ら
し
…
…

11
　
座
っ
て
精
神
統
一
し
ま
す

13
　
イ
ー
ゼ
ル
で
す

15
　
陸
上
で
最
大
の
動
物

17
　
川
で
生
ま
れ
海
で
育
ち
ま

す

18
　
１
６
０
３
年
に
始
ま
っ
た

…
…
時
代

19
　
歴
史
的
に
有
名
な
茶
人

23
　
歌
人
で
す
が
、
野
球
殿
堂

入
り
し
ま
し
た
。
正
岡

…
…

24
　
職
人
…
…
、
昔
…
…

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
宇
都
宮
、
浜
松
と
い
え
ば

２
　
南
の
島
の
シ
ン
ボ
ル

３
　
防
災
・
減
災
の
た
め
に
は

日
ご
ろ
か
ら
…
が
大
切

４
　
目
か
ら
落
ち
る
こ
と
も

5
　
曲
げ
た
り
茶
を
沸
か
し
た

り

6
　
指
揮
を
す
る
こ
と
で
す
。

…
…
を
取
る

９
　
ス
エ
ズ
や
パ
ナ
マ
が
有
名

12
　
ア
ス
リ
ー
ト
が
付
け
ま
す

14
　「
一
つ
と
や
」
で
始
ま
る

歌

16
　
多
年
草
の
山
菜
。「
…
…

の
大
木
」
と
い
う
こ
と
わ

ざ
も

17
　
左
に
曲
が
り
ま
す

20
　
贈
り
物
に
添
え
ま
す

21
　
役
に
立
つ
、
文
明
の
…
…

22
　
…
…
運
動
、
…
…
下

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

田
島
喜
美
代	

黒
岩　

拓
矢

　

花
倉
久
美
子	

岩
下　

純
平

　

日
高　

清
子	

野
﨑　

浩
一

　

馬
場
美
保
子	

上
野　

邦
治

　

鵜
木　

章
子	

川
元　

頼
子

　

上
別
府
伸
吉	

田
中　

朋
子

　

堂
元　

泰
子	

川
野　

俊
男

　

田
中　

秋
子	

中
村　

憲
知

　

坂
之
上
洋
平	

太
原
三
貴
道

　

村
山
美
寿
穂	

下
園　

琴
美

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
０
年
４
月

６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

２
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

68
通
で
、
全
て
正
解
で
し
た
。
厳
正

な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「オンダンカ（温暖化）」

こくみん共済 coopは営利を目的としない保障の生協とし
て共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の
皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的と
しています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込ん
で居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各
種共済をご利用いただけます。

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）

■相談時間：午前10時～午後4時

■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など

■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料

金がかかる場合があります。


